
(57)【要約】

【課題】本発明は、杭と柱との接合工法に関し、基礎フ

ーチングの工期を短縮し、基礎梁をできる限り省いて、

コストの低減を図ることが課題である。

【解決手段】杭１の打設と根切り地業とを施工した後に

、基礎施工に先駆けて柱用建方治具をセットして柱２を

建方し、前記杭の杭頭と前記柱の柱脚とを基礎フーチン

グ内部に突出させた状態にし、当該基礎フーチング用の

型枠を設置して該型枠内部空間にコンクリート４を打設

して、この基礎フーチング３に杭頭と柱脚とを埋設させ

て前記杭１と柱２とを接合させる杭と柱との接合工法と

する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 杭 の 打 設 と 根 切 り 地 業 と を 施 工 し た 後 に 、 基 礎 施 工 に 先 駆 け て 柱 用 建 方 治 具 を セ ッ ト し
て 柱 を 建 方 し 、 前 記 杭 の 杭 頭 と 前 記 柱 の 柱 脚 と を 基 礎 フ ー チ ン グ 内 部 に 突 出 さ せ た 状 態 に
し 、 当 該 基 礎 フ ー チ ン グ 用 の 型 枠 を 設 置 し て 該 型 枠 内 部 空 間 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、
こ の 基 礎 フ ー チ ン グ に 杭 頭 と 柱 脚 と を 埋 設 さ せ て 前 記 杭 と 柱 と を 接 合 さ せ る こ と 、
　 特 徴 と す る 杭 と 柱 と の 接 合 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 杭 の 打 設 と 根 切 り 地 業 と を 施 工 し た 後 に 、 基 礎 施 工 に 先 駆 け て 基 礎 フ ー チ ン グ 用 の プ レ
キ ャ ス ト 型 枠 を 設 置 し 、 該 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 に 柱 用 建 方 治 具 を セ ッ ト し て 柱 を 建 方 し 、 前
記 杭 の 杭 頭 と 前 記 柱 の 柱 脚 と を 前 記 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 の 内 部 に 突 出 さ せ た 状 態 に し 、 当 該
プ レ キ ャ ス ト 型 枠 内 部 空 間 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、 こ の 基 礎 フ ー チ ン グ に 杭 頭 と 柱 脚
と を 埋 設 さ せ て 前 記 杭 と 柱 と を 接 合 さ せ る こ と 、
　 特 徴 と す る 杭 と 柱 と の 接 合 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 建 方 治 具 は 、 杭 頭 に 設 け ら れ た レ ベ ル 調 節 可 能 な 治 具 、 ま た は 、 型 枠 に セ ッ ト さ れ る レ
ベ ル 調 節 可 能 な 治 具 で あ る こ と 、
　 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 杭 と 柱 と の 接 合 工 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 杭 と 柱 と の 接 合 構 造 に お い て 、 基 礎 フ ー チ ン グ は 、 当 該 基 礎 フ ー チ ン グ 内 部 に 突 設 さ れ
た 前 記 杭 の 杭 頭 及 び 前 記 柱 の 柱 脚 と 、 該 基 礎 フ ー チ ン グ 用 の 型 枠 内 部 に 打 設 さ れ た コ ン ク
リ ー ト と 、 で 一 体 化 さ れ て い る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 杭 と 柱 と の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
  杭 と 柱 と の 接 合 構 造 に お い て 、 基 礎 フ ー チ ン グ は 、 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 と 、 該 プ レ キ ャ ス
ト 型 枠 の 内 部 に 突 設 さ れ た 前 記 杭 の 杭 頭 及 び 前 記 柱 の 柱 脚 と 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 内 に
打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト と か ら 構 成 さ れ て い る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 杭 と 柱 と の 接 合 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 杭 と 柱 と の 接 合 工 法 と そ の 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 杭 と 柱 と の 接 合 構 造 は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 杭 基 礎 と 基 礎 梁 用 の 根 切 り 地 業 を
行 い 、 そ の 基 礎 部 に 既 成 杭 を 打 ち 込 ん で 、 杭 頭 補 強 筋 等 の 鉄 筋 の 配 筋 を し 、 型 枠 を セ ッ ト
し た 後 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 基 礎 フ ー チ ン グ 及 び 基 礎 梁 を 構 築 す る 。 そ の 後 に 、 柱 の
鉄 骨 建 方 を 行 っ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ９ ０ ０ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 従 来 の 杭 と 柱 と の 接 合 工 法 と そ の 構 造 で は 、 鉄 骨 建 方 が 基 礎 施 工 （ 基 礎 フ ー チ
ン グ 、 基 礎 梁 の 配 筋 、 型 枠 、 コ ン ク リ ー ト 打 設 等 ） の 後 に な り 、 工 期 短 縮 さ せ る こ と が で
き な い 。 ま た 、 既 存 建 物 を 跨 い で 建 築 物 を 構 築 す る 場 合 、 基 礎 梁 が 必 要 と な る の で 、 対 応
が 困 難 と な る 。 本 発 明 に 係 る 杭 と 柱 と の 接 合 工 法 と そ の 構 造 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す
る た め に 提 案 さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 杭 と 柱 と の 接 合 工 法 の 上 記 課 題 を 解 決 し て 目 的 を 達 成 す る た め の 要 旨 は 、
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　 杭 の 打 設 と 根 切 り 地 業 と を 施 工 し た 後 に 、 基 礎 施 工 に 先 駆 け て 柱 用 建 方 治 具 を セ ッ ト し
て 柱 を 建 方 し 、 前 記 杭 の 杭 頭 と 前 記 柱 の 柱 脚 と を 基 礎 フ ー チ ン グ 内 部 に 突 出 さ せ た 状 態 に
し 、 当 該 基 礎 フ ー チ ン グ 用 の 型 枠 を 設 置 し て 該 型 枠 内 部 空 間 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、
こ の 基 礎 フ ー チ ン グ に 杭 頭 と 柱 脚 と を 埋 設 さ せ て 前 記 杭 と 柱 と を 接 合 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 杭 の 打 設 と 根 切 り 地 業 と を 施 工 し た 後 に 、 基 礎 施 工 に 先 駆 け て 基 礎 フ ー チ ン グ 用
の プ レ キ ャ ス ト 型 枠 を 設 置 し 、 該 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 に 柱 用 建 方 治 具 を セ ッ ト し て 柱 を 建 方
し 、 前 記 杭 の 杭 頭 と 前 記 柱 の 柱 脚 と を 前 記 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 の 内 部 に 突 出 さ せ た 状 態 に し
、 当 該 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 内 部 空 間 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、 こ の 基 礎 フ ー チ ン グ に 杭 頭
と 柱 脚 と を 埋 設 さ せ て 前 記 杭 と 柱 と を 接 合 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 建 方 治 具 は 、 杭 頭 に 設 け ら れ た レ ベ ル 調 節 可 能 な 治 具 、 ま た は 、 型 枠 に セ ッ ト さ れ
る レ ベ ル 調 節 可 能 な 治 具 で あ る こ と 、 を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 杭 と 柱 と の 接 合 構 造 の 要 旨 は 、 杭 と 柱 と の 接 合 構 造 に お い て 、 基 礎 フ ー チ
ン グ は 、 当 該 基 礎 フ ー チ ン グ 内 部 に 突 設 さ れ た 前 記 杭 の 杭 頭 及 び 前 記 柱 の 柱 脚 と 、 該 基 礎
フ ー チ ン グ 用 の 型 枠 内 部 に 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト と 、 で 一 体 化 さ れ て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 杭 と 柱 と の 接 合 構 造 の 要 旨 は 、 杭 と 柱 と の 接 合 構 造 に お い て 、 基 礎
フ ー チ ン グ は 、 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 と 、 該 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 の 内 部 に 突 設 さ れ た 前 記 杭 の 杭
頭 及 び 前 記 柱 の 柱 脚 と 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 内 に 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト と か ら 構 成 さ
れ て い る こ と で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 杭 と 柱 と の 接 合 工 法 と そ の 構 造 に よ れ ば 、 杭 の 上 部 に 基 礎 フ ー チ ン グ を 形 成 す
る 前 に 、 柱 の 建 方 を 先 行 さ せ て 行 う こ と で 、 基 礎 施 工 の 完 了 を 待 つ こ と な く 施 工 が 可 能 と
な る 。 こ れ に よ り 、 基 礎 梁 が 不 要 で あ れ ば 、 そ の 分 工 期 が 短 縮 さ れ コ ス ト 低 減 と な る 。 更
に 、 工 事 面 積 全 体 の 中 で 基 礎 梁 が 減 少 す る と 、 工 事 現 場 に 建 設 資 材 を 搬 入 す る ト ラ ッ ク 等
の 輸 送 手 段 用 の 道 路 が 容 易 に 確 保 さ れ 、 輸 送 手 段 が 移 動 し や す く な り 、 そ れ に よ っ て も 工
期 短 縮 と な る 。 こ の ほ か 、 既 存 建 物 ， 線 路 等 を 跨 い で 建 築 物 を 構 築 す る な ど 、 基 礎 梁 を 設
け ら れ な い 場 合 に 、 特 に 有 効 で あ る 。 更 に 、 基 礎 梁 を 無 く す こ と で 、 掘 削 土 砂 等 の 産 業 廃
棄 物 が 少 な く な り 、 環 境 負 荷 の 軽 減 が 図 れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 基 礎 梁 が 必 要 な 場 合 で も 、 柱 を 先 行 さ せ て 建 方 し た 後 に 、 基 礎 フ ー チ ン グ の コ ン
ク リ ー ト 打 設 と 基 礎 梁 の コ ン ク リ ー ト の 打 設 を 行 う と と も に 、 前 記 柱 に 対 し て ２ 階 床 の 構
築 も 平 行 に 作 業 を 遂 行 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て も 、 全 体 の 工 期 を 短 縮 さ せ る こ
と が で き る 。 ま た 、 こ の ２ 階 床 を 構 築 す る と 、 基 礎 工 事 を 全 天 候 型 で 施 工 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
  本 発 明 の 杭 と 柱 と の 接 合 構 造 に よ れ ば 、 基 礎 フ ー チ ン グ に お い て 、 セ ッ ト し た 型 枠 に お
い て 、 杭 の 杭 頭 を そ の 内 部 空 間 部 に 突 出 さ せ 、 柱 の 柱 脚 を 前 記 内 部 空 間 部 に 突 出 さ せ て 、
当 該 型 枠 内 部 空 間 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と で 、 杭 と 柱 と が 基 礎 フ ー チ ン グ 内 に 埋
設 さ れ て 、 一 体 と な っ て 応 力 の 伝 達 が な さ れ る 。 基 礎 フ ー チ ン グ 用 の 型 枠 を プ レ キ ャ ス ト
（ Ｐ Ｃ ） 型 枠 と す る こ と で 、 工 期 が 更 に 短 縮 さ れ る 。 ま た 、 余 堀 の 必 要 も な く な っ て 、 産
業 廃 棄 物 の 発 生 量 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 杭 １ と 柱 ２ と の 接 合 構 造 の 第 １ 実 施 例 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 基 礎 フ ー チ
ン グ ３ に お い て 、 前 記 杭 （ 既 製 杭 ま た は 現 場 打 ち 杭 ） １ の 頭 部 と 、 柱 ２ の 柱 脚 部 と が 当 該
基 礎 フ ー チ ン グ ３ 内 部 に 突 出 さ れ 、 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト ４ で 一 体 化 さ れ て い る こ と で
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あ る 。 杭 頭 に は 、 補 強 筋 ６ を 有 し た コ ン ク リ ー ト 製 の ベ ー ス ５ が 建 方 の 治 具 と し て 設 け ら
れ 、 こ の 上 に ベ ー ス プ レ ー ト ７ を 介 し て 柱 ２ が ア ン カ ー ボ ル ト ８ で 建 方 さ れ る 。 こ の 基 礎
フ ー チ ン グ ３ に 基 礎 梁 ９ が 設 け ら れ る 場 合 に は 、 ア ン カ ー 筋 １ ０ が 配 設 さ れ て コ ン ク リ ー
ト が 打 設 さ れ る 。 こ の 基 礎 梁 は ９ 、 長 期 応 力 を 負 担 さ せ る よ う に す る 。 符 号 １ １ は 、 土 間
コ ン ク リ ー ト を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 杭 １ と 柱 ２ と の 接 合 工 法 は 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 地 盤 １ ２ に 杭 （ 以 下 、 既 製
杭 で 説 明 す る ） １ を 貫 入 さ せ る 。 同 図 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 根 切 り を 行 い 、 杭 頭 を 根 切 り
底 １ ３ か ら 、 約 Ｌ １ （ 杭 １ の 径 と 同 じ 程 度 ） の 高 さ に な る よ う に し て 突 出 さ せ る 。 そ し て
、 根 切 り 底 １ ３ に 捨 て コ ン ク リ ー ト １ ４ を 打 設 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 同 図 （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 杭 頭 に 、 補 強 筋 ６ と ア ン カ ー ボ ル ト ８ を 配 筋 し て 、 コ ン ク リ
ー ト を 打 設 し て ベ ー ス ５ を 形 成 す る 。 こ の ベ ー ス ５ の 位 置 は 、 同 図 （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、
土 間 コ ン ク リ ー ト １ １ の 上 面 か ら Ｌ ２ （ 柱 ２ の 径 の 約 １ ． ５ 倍 ） の 位 置 と な る よ う に 、 形
成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 ベ ー ス ５ に 柱 ２ を 建 方 し 、 ベ ー ス プ レ ー ト ７ を 介 し て ボ ル ト で 締 結 し て ア ン カ ー ボ
ル ト ８ で 固 定 す る 。 次 に 、 同 図 （ Ｅ ） に 示 す よ う に 、 主 筋 ・ フ ー プ 筋 を 配 筋 し て 型 枠 １ ６
を 形 成 し 、 該 型 枠 １ ６ 内 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 、 円 形 若 し く は 矩 形 状 の 基 礎 フ ー チ
ン グ ３ を 形 成 す る 。 こ の よ う に 、 基 礎 フ ー チ ン グ ３ 内 に 、 杭 頭 と 柱 脚 と を 所 定 深 さ 埋 設 さ
せ て 、 杭 １ 及 び 柱 ２ を 接 合 さ せ た 構 造 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 ベ ー ス ５ に つ い て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 予 め ベ ー ス ５ を Ｐ Ｃ 化 し て 形 成
し て お き 、 ボ ル ト １ ７ ・ ナ ッ ト １ ８ で レ ベ ル 調 整 し な が ら 杭 頭 に 取 り 付 け る こ と が で き る
（ 同 図 （ Ａ ） ） 。 こ れ と は 別 に 、 杭 頭 に ２ 枚 の 鉄 板 １ ９ を ボ ル ト ２ ０ ・ ナ ッ ト ２ １ と レ ベ
ル 調 整 ボ ル ト ２ ２ と で 平 行 に 配 置 し 、 Ｓ Ａ Ｐ （ サ ッ プ ） ア ン カ ー ２ ３ で 柱 ２ を 建 方 す る よ
う に し て も 良 い （ 同 図 （ Ｂ ） ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 基 礎 フ ー チ ン グ ３ ａ が 、 所 要 の 大 き さ で 予
め 工 場 に て 円 形 若 し く は 矩 形 状 に 形 成 さ れ た プ レ キ ャ ス ト 型 枠 ２ ４ と 、 該 プ レ キ ャ ス ト 型
枠 ２ ４ の 内 部 に 杭 頭 及 び 柱 脚 と を 突 設 さ せ て 配 設 さ れ た 杭 １ と 柱 ２ と 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト
型 枠 ２ ４ 内 に 打 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト ４ と か ら 構 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 接 合 工 法 は 、 図 ５ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 地 盤 １ ２ に 杭 １ を 貫 入 さ せ 、 そ こ
を 根 切 り し て 、 そ の 根 切 り 底 １ ３ か ら 杭 頭 を 前 記 第 １ 実 施 例 と 同 様 に Ｌ Ｉ だ け 突 出 さ せ る
。 次 に 、 捨 て コ ン ク リ ー ト １ ４ を 打 設 す る 。 そ し て 、 同 図 （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 プ レ ャ ス
ト 型 枠 ２ ４ を セ ッ ト す る 。 こ の 場 合 、 図 で は 、 余 堀 し て い る が 、 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 ２ ４ を
設 置 す る の で 、 余 堀 を ほ と ん ど 無 く し て 施 工 す る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 工 期 が 短 縮
さ れ 、 産 業 廃 棄 物 量 も 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 図 ５ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 ２ ４ の 上 に 、 建 方 治 具 ２ ５ を セ
ッ ト す る 。 そ し て 、 柱 ２ を 建 方 す る 。 基 礎 フ ー チ ン グ に 対 す る 埋 め 込 み 深 さ は 、 前 記 第 １
実 施 例 と 同 様 に 、 Ｌ ２ と す る 。 同 図 （ Ｅ ） に 示 す よ う に 、 前 記 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 ２ ４ の 内
部 に 、 上 か ら コ ン ク リ ー ト ４ を 打 設 す る 。 こ れ に よ り 、 基 礎 フ ー チ ン グ ３ ａ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 前 記 建 方 治 具 ２ ５ の 代 わ り に 、 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 ２ ４ に 治 具
２ ５ ａ と 、 レ ベ ル 調 整 ボ ル ト ２ ６ 及 び タ ー ン バ ッ ク ル ２ ７ に よ り 、 柱 ２ の 建 方 を 管 理 す る
よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 更 に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 接 合 工 法 の 作 業 手 順 を 変 更 し た も の と し て 、 地 盤 １ ２ の 根 切
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り 工 事 を 施 工 し た 後 に 、 先 に プ レ キ ャ ス ト 型 枠 ２ ４ を 吊 治 具 ２ ８ に よ っ て 捨 て コ ン ク リ ー
ト １ ４ 分 を 浮 か せ た 状 態 で セ ッ ト す る 。 こ の 根 切 り 工 事 に お い て は 、 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 ２
４ を 使 用 す る の で 、 余 堀 は ほ と ん ど 無 い 。 そ し て 、 杭 頭 を Ｌ １ の 高 さ に 埋 め 込 み さ せ て 、
杭 １ を 打 設 す る 。 前 記 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 ２ ４ が 、 根 切 り し た 周 囲 の 土 壁 の 崩 落 を 防 止 す る
ケ ー シ ン グ の 作 用 を す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 更 に 、 捨 て コ ン ク リ ー ト １ ４ を 打 設 し た 後 、 前 記 吊 治 具 ２ ８ を 撤 去 し 、 建 方 治 具 ２ ５ を
プ レ キ ャ ス ト 型 枠 ２ ４ の 上 に セ ッ ト す る 。 そ し て 、 柱 ２ を 、 そ の 柱 脚 を Ｌ ２ に し て 建 方 す
る 。 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 ２ ４ の 内 部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 し て 基 礎 フ ー チ ン グ ３ を 形 成 す る
。 こ の 後 、 前 記 建 方 治 具 ２ ５ を 撤 去 し て 、 地 盤 １ ２ の 上 に 土 間 コ ン ク リ ー ト １ １ を 打 設 す
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 柱 ２ の 建 方 に お い て 、 柱 支 持 方 法 を 変 え た
例 で あ る 。 即 ち 、 前 記 実 施 例 と 同 様 に 、 地 盤 １ ２ に 杭 １ を 打 設 し た 後 に 、 図 ９ （ Ａ ） に 示
す よ う に 、 杭 頭 の 周 囲 に 主 筋 ・ フ ー プ 筋 を 配 筋 し て 、 捨 て コ ン ク リ ー ト １ ４ の 上 に 型 枠 １
６ を セ ッ ト す る 。 こ の 型 枠 １ ６ の 中 に 、 図 示 す る 位 置 ま で コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ９ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ア ン カ ー 鉄 筋 ２ ９ 及 び ベ ー ス プ レ ー ト ２ ９ ａ を 配 設 し
て 、 型 枠 １ ６ ａ を セ ッ ト し 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 。 前 記 型 枠 １ ６ ， １ ６ ａ を 撤 去 し た
後 に 、 図 ８ （ Ｂ ） と 図 ９ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 記 ベ ー ス プ レ ー ト ２ ９ ａ に Ｓ Ａ Ｐ ア ン カ
ー ３ ０ を 立 設 し 、 柱 ２ に 固 着 さ せ た 建 方 治 具 ３ ３ の フ ラ ン ジ 部 を レ ベ ル 調 整 ナ ッ ト ３ １ で
高 さ と 水 平 を 調 整 し 、 固 定 ナ ッ ト ３ ２ で 固 定 す る 。 そ の 後 、 柱 脚 の 部 分 に コ ン ク リ ー ト を
打 設 し て 、 基 礎 フ ー チ ン グ ３ を 形 成 す る 。 そ し て 、 図 ８ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 土 間 コ ン ク
リ ー ト １ １ を 打 設 す る 。 前 記 建 方 治 具 ３ ３ は こ の 前 記 土 間 コ ン ク リ ー ト １ １ に 埋 め 殺 し す
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 第 ３ 実 施 例 の 他 の 方 法 と し て 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 ２ ４ ａ を 使
用 す る も の が あ る 。 こ れ に よ り 、 前 記 図 ９ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） の 工 程 を 省 い て 、 杭 １ を 打 設 し
て 捨 て コ ン ク リ ー ト を 打 設 し た 後 に 、 図 ９ （ Ｃ ） の 工 程 に な り 、 柱 ２ の 建 方 を し た 後 、 内
部 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と で 基 礎 フ ー チ ン グ ３ が 形 成 さ れ る 。 工 期 が 短 縮 さ れ る と
共 に 、 余 堀 も 少 な く 産 業 廃 棄 物 の 発 生 を 抑 制 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 杭 と 柱 と の 接 合 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 第 １ 実 施 例 の 作 業 手 順 を 示 す 説 明 図 （ Ａ ） ～ （ Ｅ ） で あ る 。
【 図 ３ 】 同 第 １ 実 施 例 に お け る ベ ー ス ５ の 他 の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る 杭 と 柱 と の 接 合 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 第 ２ 実 施 例 の 作 業 手 順 を 示 す 説 明 図 （ Ａ ） ～ （ Ｅ ） で あ る 。
【 図 ６ 】 同 第 ２ 実 施 例 に お け る 建 方 治 具 の 他 の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 第 ２ 実 施 例 の 他 の 実 施 例 を 示 す 作 業 手 順 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に 係 る （ Ａ ） と 、 そ の 一 部 の 拡 大 断 面 図 （ Ｂ ） で あ る 。
【 図 ９ 】 同 第 ３ 実 施 例 の 作 業 手 順 を 示 す 説 明 図 （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 第 ３ 実 施 例 の 他 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 例 に 係 る 杭 と 柱 と の 接 合 構 造 の 断 面 図 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ 　 　 　 　 　 　 　 杭 、
　 ２ 　 　       　 　 柱 、
　 ３ ， ３ ａ 　 　 　 　 基 礎 フ ー チ ン グ 、
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　 ４ 　 　 　 　 　 　 　 コ ン ク リ ー ト 、
　 ５ 　 　       　 　 ベ ー ス 、
  ６           　 　 補 強 筋 、
　 ７           　 　 ベ ー ス プ レ ー ト 、
　 ８           　 　 ア ン カ ー ボ ル ト 、
　 ９           　 　 基 礎 梁 、
　 １ ０ 　 　 　 　 　 　 ア ン カ ー 筋 、
　 １ １ 　 　 　 　 　 　 土 間 コ ン ク リ ー ト 、
　 １ ２ 　 　 　 　 　 　 地 盤 、
　 １ ３ 　 　 　 　 　 　 根 切 り 底 、
　 １ ４ 　 　 　 　 　 　 捨 て コ ン ク リ ー ト 、
　 １ ６ ， １ ６ ａ 　 　 型 枠 、
　 １ ７ 　 　 　 　 　 　 ボ ル ト 、
　 １ ８ 　 　 　 　 　 　 ナ ッ ト 、
　 １ ９ 　 　 　 　 　 　 鉄 板 、
　 ２ ０ 　 　 　 　 　 　 ボ ル ト 、
　 ２ １ 　 　 　 　 　 　 ネ ッ ト 、
　 ２ ２ 　 　 　 　 　 　 レ ベ ル 調 整 ボ ル ト 、
　 ２ ３ 　 　 　 　 　 　 Ｓ Ａ Ｐ ア ン カ ー 、
　 ２ ４ ， ２ ４ ａ 　 　 プ レ キ ャ ス ト 型 枠 、
　 ２ ５ 　 　 　 　 　 　 建 方 治 具 、 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ５ ａ 　 　 　 　 治 具 、
　 ２ ６ 　 　 　 　 　 　 レ ベ ル 調 整 ボ ル ト 、
　 ２ ７ 　 　 　 　 　 　 タ ー ン バ ッ ク ル 、
　 ２ ８ 　 　 　 　 　 　 吊 治 具 、
　 ２ ９ 　 　 　 　 　 　 ア ン カ ー 鉄 筋 、
　 ３ ０ 　 　 　 　 　 　 Ｓ Ａ Ｐ ア ン カ ー 、
　 ３ １ 　 　 　 　 　 　 レ ベ ル 調 整 ナ ッ ト 、
　 ３ ２ 　 　 　 　 　 　 固 定 ナ ッ ト 、
　 ３ ３ 　 　 　 　 　 　 建 方 治 具 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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